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概要

2022年 8 月29日に、宇都宮大学国際学部公開

セミナー「『国際問題を考える』高校生との夏

の交流会・子どもの国際人権ワークショップ」

を実施した。子どもの国際人権ワークショップ

は、栃木県内の高校生を対象にこれまで藤井広

重研究室が取り組んできた活動であり、今年度

は、初めて宇都宮大学を会場に開催した。同

ワークショップは参加者とのロールプレイを通

じて、紛争地で子どもたちの人権がどのように

守られるのか/守られるべきなのか、子どもた

ちの人権はどのように扱われているのか、どの

ような状況が望ましいのか等について考え、子

どもの権利について参加者が主体的に考える機

会を提供することを目的としている。また、

ワークショップ終了後には、ファシリテーター

を務めた現役の大学生と、参加者である高校生

との懇親の時間を設け、大学での学びや疑問等

を気軽に相談、話し合う機会とした。

実施報告と感想

今回の「子どもの国際人権ワークショップ」

は、約 1時間半のプログラムで構成されてい

る。まずは、大学生が作成した導入動画を視聴

する。ワークショップの前提となる人権および

子どもの権利条約について、理解を深める内容

になっている。

次に、「子どもの人権に基づく町づくりプロ

ジェクト」という名のロールプレイを行う。こ

のロールプレイは前半の交渉アクティビティと

後半の町作りにて構成される。紛争が発生して

いる仮想国のシナリオシートを基に、参加者が

その状況を改善しようとする人権保護団体の職

員になりきる。前半の交渉アクティビティで

は、活動資金の出資者と交渉し、町作りのため

の資金集めをするというロールプレイを行う。

大学生は出資者となり、高校生は複数のグルー

プに分かれ交渉を行う。出資者には、レベルが

設定されており、気難しい出資者や英語話者の

出資者ほど、交渉がうまくいけば得られる金額

が多い。このアクティビティでは、交渉の際

に、どういった子どもの人権が侵害されている

のか、法的根拠に基づいて説得することが期待

される。

後半の町づくりでは、前半の交渉アクティビ

ティにて集めた資金をもとに、子どもの権利を

保護するために必要な施設や専門家を、事業一

覧表を参考にして選び、子どもの権利が保障さ

れる町のイラストを作成し、最後にそれらの事

業を行う狙いをグループごとに説明する。様々
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な子どもの権利に対し、限られた資金の中で町

づくりを行うため、グループによって異なる町

並みができる。

最後のまとめでは、大学生がそれぞれのグ

ループに対する講評と解説を行う。参加者は、

はじめ戸惑いながらも、交渉アクティビティの

中で他校の参加者とも協力し、積極的に取り組

む姿が見られた。また、専門的な知識や人権に

ついての予備知識がない状態であるからこその

純粋な視点や、疑問といったものがあり、大学

生が学ぶ点もあった。

日本では改めて人権という言葉について考え

る機会や国際的な人権基準を学ぶ機会はあまり

ない。人権は、どこか堅苦しいイメージがあ

り、机上の知識としてそこで理解が止まってし

てしまうことがあるが、現実には、人権は多く

の国際的な問題の根幹にあるものである。さら

には自分たちの生活にも場面場面で密接に関

わっているということを忘れてはならない。

本ワークショップでは、架空のシナリオなが

ら具体的な状況を設定することで、人権問題を

認識し、どのような解決策が可能であるのか、

課題解決型の学習の機会を提供している。

最後に、今回のワークショップやその準備を

通じて、大学生自身も紛争地の暴力、宗教、衣

食住や教育などに関連する様々な子どもの権利

についてさらに考えることができたことで、子

どもの権利を守ることの大切さを改めて確認で

きた。今現在も紛争が続いている地域がある

中、現地の詳細な状況を普段の日本のテレビや

新聞から受け取ることは少なく、情報を手に入

れるには、自発的に探す必要がある。武力紛争

が発生すると多くの子どもたちが犠牲になって

いる。紛争下や平和構築における子どもの権利

とその具体的な中身について知っておくことは

平和に向けた建設的な議論には欠かせない知識

である。私たちはこの子どもの国際人権ワーク

ショップで、より多くの高校生が国際問題に関

心を持ち、知識も深められるよう、今後も活動

を続けていきたい。
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